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■本報告の目的

道州制における区割りの透明性のある基準及び基本方
 針の策定の議論の際に必要な情報・データのうち、特に
 「歴史・文化・風土の共通性」に関する地域区分図につ

 いて収集し、取捨選択の上、提示する。

■方法

１）日本地誌研究所編『日本地誌』21巻(1967-1980年）、
 各種の図説、地図帳等の学術文献から、歴史・文化・風
 土に着目した日本の地域区分図を収集する。

２）収集した地域区分図についてデータベースを作成する。

３）収集した地域区分図（紙ベース）を、電子地図化する。

その際、地図の重ね合わせができるように、縮尺等を

統一する。



本報告での日本の地域区分図一覧

＜自然的共通性＞
 
＜文化・生活様式の共通性＞

１ 地形区分
 

10  方言区画

２ 気候区分
 

11 陶磁器呼称分布

＜歴史的一体性＞
 

12 標準語系の分布率

３
 

律令国家の行政区画
 

13 雑煮の文化圏

＜生業＞
 

14   すしの文化圏

４
 

農業地域区分
 

15   めんの地域差

５
 

土地利用区分
 

16 よく食べる肉の種類

６
 

林業地域区分
 

17 草屋根型の分布

７
 

漁業海区区分
 

18   日本の地理区（田中啓
 爾）

８
 

繊維工業地域区分
 
19                           （渡辺

 光）



図１：日本の地形区分

出所：渡辺

 

光（1952)「日本の地形区」『地学雑誌』61(1)。



図２：日本の気候区分

出所：関口

 

武（1959）「日本の気候区分」『東京教育大学地理学研究報告』Ⅲ。

Ⅰ. 裏日本気候区
①オホーツク海沿岸地方,②西北海道地方,③
出羽地方,④北陸地方,⑤山陰地方

Ⅱ. 九州地方気候区
①北九州地方,②西九州地方

Ⅲ.・Ⅳ

 

表日本気候区
①東北海道地方,②三陸地方,③関東地方,④
中部内陸地方,⑤東海地方,⑥豆南地方,⑦南
海地方,⑧四国・九州太平洋岸地方

Ⅴ. 瀬戸内気候区
Ⅵ. 漸移気候区
①日高地方,②北上地方,③中央高地,④伊賀
地方,⑤徳島地方,⑥宇和島地方,⑦大分地方



図３：律令国家の行政区画（８世紀ごろの畿内と七道）

出所：西岡虎之助ほか監修（1956）『日本歴史地図 1956』などによる。



図４：日本の農業地域区分
（耕作量・換金作物の組み合わせによる）

Ⅰ

 

北海道東部えん麦・畜産地域
Ⅱ

 

北海道西部大豆・じゃがいも地域
Ⅲ

 

東北・北陸水稲単作地域
Ⅳ

 

中央高地養蚕地域
Ⅴ

 

関東・東海・南海麦・さつまいも・たばこ地域
Ⅵ

 

瀬戸内近縁水稲・蔬菜・畜産地域

出所：尾留川正平（1950）「新基準による日本農業地域区分の体系」（『田中啓爾先生記念大塚地理学論文集』）。



図５：土地利用による農業地域区分

出所：小笠原義勝(1955)「土地利用の区分」（地理調査所地図部編『日本の土地利用』古今書院）。



図６：林業からみた日本の地域区分

出所：農林水産技術会議資料による。

地域番号および極相森林群落の垂直分布型
１北方針葉樹林型…エゾマツ・トドマツ型

２ト

 

ドマツ－ミズナラ型
３北方性落葉広葉樹林型…ミズナラ・シナノキ型
４針葉樹林をふくむ温帯性落葉樹林型…ヒバ・ブナ型

５ブナ・ミズナラ型
６温帯性落葉広葉樹林型…ブナ型

７シイ・カシ－ブナ－アオモリトドマツ型
８モミ・ツガ－ブナ－ウラジロモミ－コメツガ－シラベ－

 
アオモリトドマツ
９シイ・カシ－モミ・ツガ－ウラジロモミ－コメツガ－シラ

 
ベ－アオモリトドマツ
１０シイ・カシ－モミ・ツガ－ウラジロモミ－コメツガ－シラ

 
ベ型
１１シイ・カシ－ブナ型
１２アカマツ－コ

 

ナラ型新林優占
１３タブ－シイ・カシ－モ

 

ミ・ツガ型
１４シイ・カシ－モミ・ツガ－ブナ型
１５タブ－シイ・カシ－モ

 

ミ・ツガ－ブナ型



図７：漁業海区の区分図

出所：柿本典昭(1975）『漁村の地域的研究』大明堂,p.72.



図８：繊維工業の地域区分

出所：上野和彦(1977)「繊維工業」（北村嘉行・
矢田俊文編『日本工業の地域構造』）p.207.



図９：食料品工業の分布（1961年）

出所：日本教図（株）編集部編（1964）『日本地理図集』p.192.
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図10：日本の方言区画

出所：金田一春彦(1975）『日本の方言』による。



図11：陶磁器呼称分布

出所：国立国語研究所『日本言語地図』による。



図12：標準語形の都道府県別分布率

出所：河西秀早子(1981)「標準語形の全国的分布」『言語生活』17:27-35.



図13：雑煮の味噌・すまし文化圏

出所：奥村彪生（1996）「現代における郷土色料理」

（クライナー,J. 編『地域性からみた日本』新曜社) p. 196～

 
197.



図14：すしの県別マップ

出所：奥村彪生（1996）「現代における郷土色料理」
（クライナー,J. 編『地域性からみた日本』新曜社) p. 198～199.



図15：全国めんマップ

出所：奥村彪生（1996）「現代における郷土色料理」

（クライナー,J. 編『地域性からみた日本』新曜社) p. 204～205.



図16：よく食べる肉の種類

出所：奥村彪生（1996）「現代における郷土色料理」 （クライナー,J. 編『地域性からみた日本』新曜社) p. 204～205.



図17：草屋根型の分布図

出所：佐藤甚次郎（1957）「民家」『集落地理学講座１』pp.167-186.



図18：田中啓爾による日本の地理区

出所：田中啓爾（1927）「日本の地理区」『地理学評論』3-1.



図19：日本の大地域区分（暫定的）

出所：渡辺

 

光(1970) Ochanomizu Univ. Studies in Arts and Culture, Vol.23.



図20：日本地誌研究所による日本の地理区

出所：日本地誌研究所(1980)『日本地誌

 

第1巻

 

日本総論』

 

p.307.



■今後の課題

１）対象文献の範囲を拡げ、日本の地域区分図の収集、データ
 ベース化、電子地図化の充実を図る。

２）生活・経済交流（広域経済圏）、住民の帰属意識等まで、地域
 区分図の収集範囲を拡げる。

３）既存文献によらず、原データの加工により、オリジナルな地域
 区分図を作成する。

４）地域区分図の重ね合わせを行うとともに、統計的処理を行い、
 日本の地域区分図の整理・統合を行う。

５）地域区分の根拠についての考察を総合し、日本の地域区分
 に関する説明論理を深める。
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